
当
初
、
ロ
シ
ア
政
府
は
、
日
本
使
節
団
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都
へ
、
列
車
で
ワ
ル

シ
ャ
ワ
駅
に
到
着
す
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
い
た
。
六
月
初
め
に
は
、
使
節
団
の

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
到
着
時
の
儀
式
次
第
案
が
検
討
さ
れ
た
。
最
初
計
画
さ

れ
た
も
の
で
は
、
使
節
団
の
予
定
到
着
日
、
使
節
団
の
先
導
役
に
任
命
さ
れ
た
セ
ル

ゲ
イ
・
セ
ル
ゲ
エ
ヴ
ィ
チ
・
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ

(

一
八
二
一

一
八
八
四)

が
、
儀

典
補
佐
官
と
外
務
省
ア
ジ
ア
局
の
官
吏
を
伴
い
、
使
節
団
の
出
迎
え
と
歓
迎
の
た
め
、

ガ
ッ
チ
ナ
駅
ま
で
赴
き
、
そ
こ
か
ら
、
皆
は
、
日
本
人
と
共
に
、
そ
ろ
っ
て
、
鉄
道

で
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
案
に
よ
れ
ば
、
表
敬
の
た
め
、
陸
軍
中
隊
が

(

当
初
は
大
隊
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た)

｢

旗
と
音
楽
の
下｣

配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

(
�)
。
駅
に
は
、
更
に
、

使
節
団
の
滞
在
先
に
当
て
ら
れ
た
ネ
ヴ
ァ
河
岸
の
離
宮
ま
で
使
節
団
に
同
行
す
る
た

め
、
騎
兵
中
隊
と
憲
兵
隊
を
待
機
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
使
節
た
ち

と
随
員
の
た
め
に
は
宮
廷
用
四
輪
ス
プ
リ
ン
グ
儀
装
馬
車
が
、
従
者
の
た
め
に
四
輪

ス
プ
リ
ン
グ
軽
馬
車
が
、
荷
物
搬
送
の
た
め
に
は
有
蓋
荷
馬
車
が
、
あ
ら
か
じ
め
用

意
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
駅
頭
で
使
節
団
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
は
、
警
察
総
監
、
観
兵
司
令
、
軍
事
副
総
督
、
外
務
省
官
吏
、
鉄
道
協
会
代

表
た
ち
で
あ
っ
た
。
使
節
と
随
員
は
、
小
休
息
を
と
る
た
め
に
休
憩
室
に
案
内
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
も
し
使
節
団
が
通
常
の
旅
客
列
車
で
到
着
し
た
場
合
は
、

駅
の
皇
族
室
を
、
特
別
列
車
で
到
着
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
間
に
は
誰
も
い
な
い
よ

う
手
配
し
た
上
で
、
旅
客
休
憩
室
を
当
て
る
予
定
で
あ
っ
た
。

休
息
の
後
の
出
発
の
順
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

列
の
先
頭
に
は
、
伝
令
将
校
を
従
え
た
市
警
本
部
長
が
騎
乗
し
、
そ
の
後
か
ら

｢

通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に｣

両
側
に
八
名
ず
つ
計
十
六
名
の
憲
兵
が
尉
官
ク
ラ

ス
を
先
頭
に
続
く

(

�)

。
そ
の
後
に
、
警
察
本
部
長
と
観
兵
司
令
が
副
官
と
伝
令
将
校
を

従
え
て
騎
乗
し
、
最
後
に
将
校
に
率
い
ら
れ
た
騎
兵
小
隊
が
続
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。先

頭
の
四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
に
乗
る
の
は
、
儀
典
補
佐
官
の
ゴ
ル
ブ
ツ
ォ
フ
と

ア
バ
ザ
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
局
官
吏
ヤ
マ
ト
フ
と
下
級
医
師
・
川
崎
道
民(

一
八
三
一

一
八
八
一)

で
あ
っ
た
。
ヤ
マ
ト
フ
の
姓
は
墨
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
後
で
、
な
ぜ

か
鉛
筆
で
削
除
印
が
し
て
あ
る

(

ヤ
マ
ト
フ
、
彼
が
橘
耕
斎
で
、
一
八
七
四
年
に
日

本
に
帰
国
後
は
増
田
甲
斎
、
一
八
二
〇

一
八
八
五)

。
六
番
目
の
四
頭
立
て
四
席
の

馬
車
は
、
上
級
士
官
・
日
高
圭
三
郎
と
検
事
・
柴
田
貞
太
郎

(

剛
中
の
名
で
も
知
ら

れ
、
生
年
は
一
八
二
三

一
八
七
七)

、
お
よ
び
ア
ジ
ア
局
の
二
名
の
官
吏
、
七
等
官

イ
ェ
ッ
セ
ン
と
五
等
官
タ
タ
リ
ノ
フ
に
当
て
ら
れ
、
そ
の
後
に
将
校
を
伴
っ
た
騎
兵

小
隊
が
続
く
。
七
番
目
で
最
後
か
ら
二
番
目
の
六
頭
立
て
馬
車
は
、
二
名
の

｢

副
使

節｣

京
極
能
登
守
高
朗

(

一
七
九
八

一
八
七
四)

と
松
平
石
見
守
康
英

(

一
八
三

〇

一
九
〇
四)

、
お
よ
び
四
等
官
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
に
当
て
ら
れ
、
両
側
か
ら
宮

中
付
き
馬
丁
と
騎
乗
の
二
名
の
厩
舎
付
将
校
が
同
行
す
る
。
八
番
目
、
最
後
尾
の
六

頭
立
て
四
席
の
馬
車
に
は
、
第
一
使
節
・
竹
内
下
野
守
保
徳

(

一
八
〇
七

一
八
六

七)

、
お
よ
び
使
節
団
の
先
導
役
の
儀
典
長
セ
ル
ゲ
イ
・
セ
ル
ゲ
エ
ヴ
ィ
チ
・
シ
ェ

レ
メ
チ
ェ
フ
が
乗
る

(
�)

。
馬
車
の
傍
に
は
騎
兵
中
隊
長
が
付
き
添
い
、
両
側
か
ら
宮
廷

付
き
馬
丁
と
騎
乗
の
二
名
の
厩
舎
付
将
校
が
同
行
、
列
の
最
後
を
騎
兵
二
個
小
隊
が
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締
め
括
る
手
筈
で
あ
っ
た
。

一
行
の
経
路
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
線
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
駅
か
ら
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー

大
通
り
、
大
海
岸
通
り
を
経
て
、
宮
殿
広
場
に
入
り
冬
宮
の
傍
を
通
り
過
ぎ
、
宮
殿

海
岸
通
り
を
進
ん
で
離
宮
に
向
か
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
衛
兵
詰
所
に
い
る
歩

哨
と
衛
兵
に
対
し
て
は
、
使
節
団
が
通
過
す
る
際
に
表
敬
を
す
る
こ
と
、
と
の
命
令

が
出
さ
れ
た
。

皇
帝
謁
見
の
儀
式
次
第
の
内
の
幾
つ
か
は
皇
帝
自
身
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
。
リ

ス
ト
の
最
初
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
宮
殿
で
謁
見
す

る
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。

こ
の
案
で
は
、
日
本
使
節
団
の
先
導
役
で
あ
る
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
伯
爵
が
補
佐
官

と
ア
ジ
ア
局
通
訳
を
伴
い
、
指
定
さ
れ
た
日
に
離
宮
に
赴
き
、
使
節
た
ち
と
随
員
を

招
き
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
線
の
駅
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ

エ
・
セ
ロ
ー
へ
特
別
列
車
で
向
か
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
駅
で
は
帝
室
宮
内
省

の
職
員
が
使
節
団
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
に

到
着
後
は
、
駅
の
休
憩
室
で
し
ば
ら
く
休
息
し
、
そ
の
後
、
使
節
た
ち
は
、
従
僕
付

き
の
宮
廷
用
四
輪
ス
プ
リ
ン
グ
儀
装
馬
車
に
分
乗
し
、
他
の
使
節
団
員
は
四
輪
ス
プ

リ
ン
グ
軽
馬
車
に
乗
り
、
荷
物
は
有
蓋
荷
馬
車
で
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
先
頭

の
馬
車
に
儀
典
補
佐
官
と
ア
ジ
ア
局
の
通
訳
が
、
一
番
最
後
の
馬
車
に
使
節
代
表
が

乗
る
。
使
節
団
の
た
め
に
全
部
で
八
台
の
馬
車
を
出
す
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

宮
殿
で
は
、
皇
帝
の
命
令
に
従
い
、
総
儀
典
長
と
使
節
団
の
先
導
役
が
、
使
節
た

ち
を
外
務
省
の
通
訳
と
共
に
、
謁
見
に
当
て
ら
れ
た
広
間
に
通
す
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
案
は
取
り
止
め
に
な
っ
た
た
め
に
、
よ
り
詳
し
い
こ
と
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
中
で
も
、
具
体
的
に
ど
の
広
間
で
使
節
団
接
見
す
る
の
か
、
侍
従
の

内
の
誰
が
皇
帝
の
傍
に
付
く
の
か
、
に
つ
い
て
は
何
ら
指
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
但

し
書
き
と
し
て
、
接
見
の
最
後
に
使
節
以
外
の
人
た
ち
が
広
間
に
通
さ
れ
、
第
一
使

節
が
皇
帝
に
皆
を
紹
介
す
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
に
使
節
団
は
、
指
定
さ
れ
た
広
間
に
下
が
り
、
そ
こ
か
ら
使
節
団
は
、

｢

皇
后
陛
下
の
ご
命
令
を
受
け｣

同
じ
手
順
と
礼
式
に
則
っ
て
皇
后
の
謁
見
に
臨
む

こ
と
に
な
っ
て
い
た

(

�)

。
そ
の
後
は
同
じ
順
序
で
、｢

皇
太
子
殿
下
の
側
近
に
迎
え
ら

れ｣

、
殿
下
と
の
謁
見
を
別
室
で
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た

(

�)

。

｢

謁
見
が
終
わ
っ
た
後
、
使
節
団
は
宮
殿
内
の
広
間
を
通
り
、
与
え
ら
れ
た
部
屋

に
戻
る
。
宮
殿
内
の
す
べ
て
の
衛
兵
と
各
広
間
の
扉
に
い
る
歩
哨
は
、
使
節
た
ち
に

表
敬
を
す
る
。
使
節
た
ち
が
通
過
す
る
部
屋
は
、
彼
ら
の
た
め
に
、
両
開
き
の
扉
全

て
を
開
け
放
っ
て
お
く
。
使
節
団
が
部
屋
に
戻
っ
た
後
に
朝
食
が
供
さ
れ
、
そ
の
後
、

有
蓋
お
よ
び
無
蓋
馬
車
に
よ
る
庭
園
内
の
散
策
を
行
う
。
儀
典
参
加
者
は
全
員
礼
服

着
用
の
こ
と｣

(

�)

。

ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ
宮
殿
で
日
本
使
節
団
の
接
見
儀
式
を
行
う
案
も
作
成
さ
れ
て
い
た
。

案
に
よ
れ
ば
、
使
節
た
ち
と
随
員
は
ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ
線
の
駅
か
ら
特
別
列
車
で
ペ
テ

ル
ゴ
ー
フ
に
到
着
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
案
と
同
様
に
、
一
行
は
駅
の
休
憩
室
で
し
ば
ら
く
休

息
し
た
後
、
使
節
た
ち
は
従
僕
付
き
宮
廷
用
儀
装
馬
車
に
乗
り
、
随
員
は
四
輪
ス
プ

リ
ン
グ
軽
馬
車
に
乗
り
、
荷
物
は
有
蓋
荷
馬
車
で
、
英
国
宮
殿
に
向
か
う
。
英
国
宮

殿
で
使
節
団
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
必
要
な
部
屋
の
準
備
の
た
め
に
儀
典
補
佐
官
の

一
人
を
前
日
に
ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ
に
派
遣
す
る
。
使
節
団
が
英
国
宮
殿
に
到
着
後
、
紅

茶
と
コ
ー
ヒ
ー
を
供
す
る
。
そ
の
後
は
ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ
宮
殿
管
理
長
が
使
節
団
を
訪

問
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

使
節
団
は
謁
見
の
指
定
時
間
ま
で
に
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
宮
殿
で
の
謁

見
儀
式
案
と
同
じ
順
序
で
、
ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ
宮
殿
に
向
か
う
。
そ
し
て
、
皇
帝
、
皇

后
、
皇
太
子
へ
の
謁
見
も
同
じ
順
序
と
礼
式
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
。
儀
式
の
参
加
者

は
全
員
礼
服
を
着
用
す
る
。
日
本
使
節
団
の
皇
帝
謁
見
の
際
に
は
、
皇
帝
陛
下
か
ら

｢

日
本
皇
帝
の
書
簡｣
を
受
け
取
る
た
め
に
外
務
大
臣
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
局
長
そ
の

他
の
公
人
が
列
席
す
る
。
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大
ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ
宮
殿
内
の
広
間
を
使
節
団
が
通
過
す
る
際
に
は
、
同
所
の
衛
兵

は
使
節
一
行
に
表
敬
を
し
、
各
部
屋
の
両
開
き
の
扉
は
全
て
開
け
放
っ
て
お
く
。
謁

見
終
了
後
、
使
節
団
は
同
じ
宮
廷
用
儀
装
馬
車
で
英
国
宮
殿
に
向
か
い
、
そ
こ
で
朝

食
が
供
さ
れ
、
そ
の
後
、
有
蓋
お
よ
び
無
蓋
馬
車
に
よ
る
庭
園
内
の
散
策
を
行
う
。

そ
の
後
に
英
国
宮
殿
で
使
節
と
随
員
に
昼
食
が
用
意
さ
れ
る
。

一
八
六
二
年
六
月
二
日

(
�)

、
帝
室
宮
内
大
臣
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・

ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵

(
一
七
九
〇

一
八
八
四)

は
、
青
イ
ン
ク
の
読
み
に
く
い

筆
跡
で
、
陛
下
は
日
本
使
節
団
に
対
す
る
儀
式
を
冬
宮
で
行
う
こ
と
に
確
定
さ
れ
た
、

と
記
し
て
い
る

(

�)

。
皇
帝
へ
の
上
申
書
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
皇
帝
に
な
さ

れ
て
い
る
。

｢

皇
帝
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
本
使
節
団
の
ご
接
見
を
ど
こ
で
行
う
の
が

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

(

ａ)

冬
宮
、
王
座
の
間
。
皇
后
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
ご
同
席
。

パ
リ
で
の
日
本
使
節
団
謁
見
は
こ
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

(

ｂ)

ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
宮
殿
。

(

ｃ)

ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ
。

以
上
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
の
式
次
第
を
ご
添
付
申
し
上
げ
ま
す｣

(
�)

。

ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
は
、
余
白
に
、
青
イ
ン
ク
で

｢

冬
宮｣

と
記
入
し
、
上
申

書
の
最
後
に

｢

接
見
は
冬
宮
、
王
座
の
間
で
行
う
予
定
…｣

と
付
記
し
て
い
る

(

�)
。

接
見
の
場
所
の
選
定
に
際
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
大
国
の
宮
廷
で
、
日
本
使
節

団
が
ど
の
よ
う
な
形
で
、
ど
の
よ
う
な
広
間
で
接
見
を
さ
れ
た
が
参
考
に
さ
れ
た
。

在
ロ
ン
ド
ン
・
ロ
シ
ア
大
使
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ブ
ル
ン
ノ
フ
男

爵

(

一
七
九
七

一
八
七
五)

は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

｢

日
本
の
代
表
者
た
ち
は
誰
一
人
と
し
て
爵
位
を
持
た
ず
、
大
使
の
称
号
さ
え
も

持
っ
て
い
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
外
交
団
の
中
の
序
列
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
者
ら

は
、
最
近
ロ
ン
ド
ン
に
や
っ
て
来
た
公
使
と
い
う
ラ
ン
ク
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う｣

(

	)

。

こ
こ
で
は
、
使
節
団
の
指
導
者
た
ち
が

｢

守｣

の
位
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
は
言

及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
当
時
日
本
の
称
号
お
よ
び
位
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
と
比

べ
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
一
八
六
〇
年
、
小
出
大
和
守

(

小
出

秀
実
の
名
で
も
知
ら
れ
る)

、
石
川
駿
河
守

(

石
川
利
政

(

一
八
三
四
？

一
八
六
九)

の
名
で
も
知
ら
れ
る)

を
団
長
と
す
る
二
度
目
の
使
節
団
訪
問
の
際
に
は
、
ロ
シ
ア

社
会
で
は
、
既
に
日
本
の
位
階
に
つ
い
て
の
理
解
は
進
ん
で
い
た
。

例
え
ば
、
三
月
二
二
日

(

西
暦
四
月
三
日)

付
の

『

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
通
報』

【
��

���
�
�	


���
�

�����

��】

(

第
三
五
号)

は
、｢

主
席
と
次
席
の
二
名
の
使

節
は
日
本
で
の
位
は
陸
軍
中
将
に
、
ま
た

｢

カ
ミ｣

の
称
号
は
伯
爵
に
、
そ
れ
ぞ
れ

相
当
す
る｣

と
伝
え
て
い
る
。

最
初
の
使
節
団
到
着
時
、
一
八
六
二
年
五
月
九
日
付
の

『

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
報
知』

【
��

	�
����

�����
�����

�
��


��
���

�】
(

第
九
九
号)

は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

｢

日
本
の
住
民
は
十
階
級
に
分
け
ら
れ
、
頭
に
か
ぶ
っ
て
い
る
帽
子
に
よ
っ
て
容

易
に
区
別
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
第
一
階
級
は
帽
子
の
上
部
が
白
で
下
部
が
金
色
、
第

二
階
級
は
上
部
が
白
で
下
部
が
銀
色
、
第
三
階
級
は
上
部
が
黒
で
下
部
が
金
色
、
な

ど
で
あ
る｣

。

続
け
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。｢

使
節
団
員
の
上
の
三
人
は
第
一
階
級
に
、

四
番
目
は
第
二
階
級
に
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
内
下
野
守
は
、
外
務
お
よ
び
財
政

を
司
り
、
年
齢
は
五
十
三
歳
、
松
平
石
見
守
、
ガ
ナ
カ
ヴ
ァ

(

カ
ナ
ガ
ヴ
ァ

ク
リ

モ
フ
注)

は
軍
事
・
民
政
総
督
、
年
齢
は
三
十
三
歳
で
極
め
て
富
裕
で
あ
る
。
三
番

目
の
使
節
は
警
察
総
監
、
四
番
目
は
外
務
総
局
の
一
等
官
吏
、
前
者
は
三
十
四
歳
、

後
者
は
四
〇
歳
で
あ
る｣

。

英
国
で
彼
ら
は
、
最
高
レ
ベ
ル
の
接
見
を
受
け
ず
、
外
務
大
臣
ラ
ッ
セ
ル


が
応

接
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
が
冬
宮
の
王
座
の
間

を
選
定
し
た
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
接
見
を
し
た
こ
と
に
倣
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
は
次
の
文
書
に
示
さ
れ
て
い
る
。

｢
在
パ
リ
大
使
キ
セ
リ
ョ
フ
伯
爵
の
覚
書
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
政

府
は
日
本
使
節
団
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
初
め
て
友
好
関
係
を
結
ぶ
日

本
帝
国
の
代
表
に
快
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
。
提
出
さ
れ
た
計
画

の
中
に
、
ア
ジ
ア
の
諸
大
国
の
大
使
に
対
し
て
宮
殿
内
で
行
わ
れ
た
と
同
じ
儀
式
が

含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
。

(

注
記)

使
節
団
を
迎
え
、
同
行
す
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
シ
ア
国
境
に
、
ロ
シ
ア

語
と
日
本
語
に
通
じ
た
外
務
省
官
吏
を
派
遣
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る｣

(

�)

。

こ
の
文
書
に
あ
る
注
記
要
望
は
必
要
と
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
最
終
的
に
、
使
節

団
は
列
車
で
は
な
く
、
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
ル
イ
号
で
海
路
ロ
シ
ア
帝
国
の

首
都
に
到
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
日
本
か
ら
の
賓
客
を
出
迎
え
同
行
す
る
た

め
に
、
ア
ジ
ア
局
か
ら
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ロ
マ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵

(

一
八
三
二

一
九
一
六)

、
海
軍
省
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・

モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
少
佐

(

一
八
二
五

一
八
九
〇)

が
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
た
。
両

者
と
も
極
め
て
教
養
の
高
い
官
吏
で
、
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
た
。

お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、『

西
欧
旅
行
記』

(『

西
航
手
帳』)｣
の
中
で
福

沢
諭
吉

(

一
八
三
四

一
九
〇
一)

は
文
久
二
年
七
月
七
日

(

西
暦
一
八
六
二
年
八

月
二
日)

に
、
他
の
乗
組
員
と
は
別
に
特
に
彼
ら
の
名
前
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

｢
�
�

�
���

�
	
��


����


�

����
�
������

�

������

�
��������

�
��������

�
�����

�
������

��｣
【

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵
、
副
官
ワ
シ
ー
リ
ー
・

モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
少
佐】

と
あ
る

(

�)

。

『

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
日
記』

(『

欧
行
日
記』)

の
中
で
、
淵
辺
徳
蔵
は
、
七
月
一
〇

日

(

西
暦
八
月
五
日)

付
で
、｢

ロ
シ
ア
艦
に
乗
り
組
ん
だ
士
官
の
う
ち
日
本
語
が

分
か
る
者
が
二
名
い
る
こ
と
は
好
都
合
で
あ
る
、
彼
ら
は
数
年
前
に
長
崎
と
下
田
に

来
た
こ
と
が
あ
る｣

と
記
し
て
い
る

(

�)

。

こ
の
二
名
と
い
う
の
は
、
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
と
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
ロ
シ
ア
政
府
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
使
節
団
に
付
き
添
う
外

務
省
官
吏
と
し
て
五
等
官
タ
タ
リ
ノ
フ
、
七
等
官
イ
ェ
ッ
セ
ン
、｢

総
督
秘
書｣

ヤ

マ
ト
フ

(

日
本
人)

(

�)

の
三
名
と
す
る
こ
と
を
定
め
、
最
近
日
本
か
ら
帰
国
し
た
九
等

官
マ
ホ
フ
も
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た

(

�)

。

こ
の
他
に
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ド
ミ
ー
ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
キ
セ
リ
ョ
フ
伯
爵

(

一
七

八
八

一
八
七
二)

は
、
ロ
シ
ア
帝
国
外
務
大
臣
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
に
宛
て
た
フ

ラ
ン
ス
語
の
至
急
便
で
、
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
は
日
本
使
節
団
を
多
大
の
敬
意
を
も
っ
て

宮
殿
で
接
見
し
た
と
伝
え
た
。
こ
の
謁
見
に
は
フ
ラ
ン
ス
貴
族
の
華
や
か
な
人
々
が

全
員
参
列
し
た
。

日
本
使
節
が
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
立
広
作
が
そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
通
訳

し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
答
辞
を
述
べ
、
訪
問
に
対
し
て
謝
意
を
表
し
、
多
幸
を

祈
る
言
葉
を
送
っ
た
。
謁
見
後
、
日
本
使
節
団
は
宮
殿
を
訪
れ
た
際
と
同
じ
宮
廷
用

儀
装
馬
車
で
、
ホ
テ
ル
・
ル
ー
ブ
ル
に
戻
っ
た

(

�)

。

ロ
シ
ア
政
府
は
、
パ
リ
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
日
本
か
ら
の
賓
客
を
応
接
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
ロ
シ
ア
皇
帝
は
、
接
見
を
宮
殿
の
王
座
の
間
で
行
う
こ
と
を
命
じ
た
。

一
八
六
二
年
六
月
一
〇
日
、
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ア
ド
レ
ル

ベ
ル
グ
伯
爵

(

一
七
九
〇

一
八
八
四)

は
、
日
本
使
節
団
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
に
到
着
し
た
際
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
駅
で
行
わ
れ
る
儀
式
次
第
に
関
し
て
、
青
イ

ン
ク
の
彼
独
特
の
読
み
に
く
い
文
字
で
、
次
の
よ
う
な
決
定
を
記
し
て
い
る
。

｢
陛
下
に
よ
り
ご
裁
可
あ
り
。
た
だ
し
、
使
節
団
が
海
路
で
到
着
し
た
場
合
は
、

そ
れ
に
応
じ
て
儀
式
も
変
更
さ
れ
る

(

こ
れ
に
つ
い
て
は
近
々
報
告
が
あ
る
は
ず
で

あ
る)｣

(

�)
。

一
八
六
二
年
六
月
一
五
日
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
の
帝
室
宮
内
省
第
二
官

房
か
ら
、
儀
典
最
高
責
任
者
で
あ
る
儀
典
長
・
四
等
官
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
イ
ヴ
ァ

ノ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ボ
ピ
エ
ル
伯
爵

(

一
七
八
一

一
八
六
五)

宛
に
指
示
書
が
送
ら
れ
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た
。
指
示
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

｢
皇
帝
陛
下
は
、
日
本
使
節
団
を
国
の
蒸
気
艦
で
海
路
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
移
動
さ

せ
る
よ
う
ご
決
定
な
さ
れ
た
。
貴
殿
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
に
従
い
、
日
本
使
節
団

の
首
都
到
着
の
際
の
儀
式
次
第
を
直
ち
に
作
成
し
直
し
、
陛
下
の
ご
裁
可
を
仰
ぐ
べ

く
、
当
方
に
送
付
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
皇
帝
陛
下
が
、
使
節
団
が
滞
在
す
る
宮
殿
の

バ
ル
コ
ニ
ー
、
あ
る
い
は
、
宮
殿
の
前
、
あ
る
い
は
特
別
に
用
意
し
た
船
に
日
本
の

国
旗
を
掲
げ
る
よ
う
ご
決
定
な
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
日
本
国
旗
を
貴
殿
に
供
す
べ

く
、
即
刻
、
海
軍
省
長
官
と
交
渉
さ
れ
た
い
。
な
お
そ
の
費
用
は
当
方
よ
り
海
軍
省

に
支
払
わ
れ
る｣

(

	)

。

指
示
書
に
は
帝
室
宮
内
大
臣
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
の
署
名
が
さ
れ
て
い
る
。

六
月
十
九
日
リ
ボ
ピ
エ
ル
伯
爵
は
海
軍
省
に
赴
き
、
日
本
の
国
旗
を
作
成
し
届
け

る
よ
う
要
請
し
た
。
海
軍
省
造
船
局
は
六
月
三
〇
日
帝
室
宮
内
省
儀
典
局
に
、
日
本

の
国
旗
大
小
二
つ
が
完
成
し
た
こ
と
、
総
費
用
は
銀
貨
で
総
額
十
七
ル
ー
ブ
ル
三
四

コ
ペ
イ
カ
で
あ
る
こ
と
を
書
面
で
伝
え
た
。
内
訳
は
大
が
九
ル
ー
ブ
ル
二
二
コ
ペ
イ

カ
、
小
が
八
ル
ー
ブ
ル
十
二
コ
ペ
イ
カ
で
あ
っ
た

(


)

。

国
旗
の
掲
揚
に
関
連
し
て
、
第
二
次
使
節
団
が
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た

際
の
様
子
を
伝
え
た

『

ゴ
ロ
ス』

紙

【
��

�����】
(

一
八
六
七
年
一
月
二
二
日
付)

の
記
事
は
興
味
深
い
。

｢

ホ
テ
ル
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
白
地
に
赤
い
丸
の
大
き
な
日
本
国
旗
が
は
た
め

い
て
い
る
。
こ
の
国
旗
は
一
般
原
則
の
例
外
と
し
て
使
節
団
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
一
般
原
則
で
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
外
国
大
使
館
は
、
ロ
シ
ア
以

外
の
国
で
は
自
分
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
居
住
建
物
に
自
国
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を

持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
当
地
で
は
そ
の
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
人
は

何
故
か
、【

国
旗
掲
揚
の】

こ
の
権
利
を
重
視
し
、
そ
れ
を
堅
持
す
る
こ
と
を
強
く

要
請
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
。
最
初
の

使
節
団
が
我
が
国
を
訪
問
し
た
際
に
も
、
国
旗
に
関
し
て
同
様
の
い
き
さ
つ
が
あ
っ

た
。
し
か
し
当
時
は
使
節
団
の
滞
在
先
が
離
宮
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
外
国
の
国

旗
を
掲
げ
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
使
節
団
を
安
心
さ
せ
る
た
め

に
次
の
よ
う
な
手
段
が
取
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
滞
在
す
る
建
物
の
前
の
ネ

ヴ
ァ
河
に
二
隻
の
小
さ
な
ヨ
ッ
ト
を
浮
か
べ
、
そ
の
マ
ス
ト
に
日
本
の
国
旗
が
掲
げ

ら
れ
た
。
こ
の
折
衷
案
は
使
節
団
を
満
足
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た｣

。

帝
室
宮
内
大
臣
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
宛
て
の
七
月
十
二
日
付
上
申
書
に
は
、
使
節
団

の
到
着
日
が
確
定
し
、
謁
見
日
が
明
確
に
な
っ
た
段
階
で
、
冬
宮
で
の
謁
見
の
儀
式

次
第
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
印
刷
す
る
こ
と
、
と
い
う
大
臣
の
決
裁
が
付
さ
れ
て

い
る
。
更
に
大
臣
か
ら
以
下
の
指
示
が
出
さ
れ
た
。

｢

皇
族
に
献
上
す
る
儀
式
次
第
は
製
本
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の

際
、
陛
下
が
ご
裁
可
さ
れ
た
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
の
日
本
使
節
団
出
迎
え

と
謁
見
の
儀
式
次
第
を
す
べ
て
印
刷
す
る
か
、
あ
る
い
は
抜
粋
の
み
に
す
る
か
は
、

編
集
者
の
自
由
裁
量
に
任
せ
る｣

(

�)

。

七
月
十
八
日
、
日
本
使
節
団
の
到
着
日
が
七
月
二
十
八
日
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ボ
ピ
エ
ル

【

既
出
で
は
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ボ
ピ
エ
ル】

伯
爵
に
対
し
て
、
謁
見
の
儀
式
次

第
を
直
ち
に
印
刷
す
る
こ
と
と
の
指
示
が
出
さ
れ
た
。

翌
十
九
日
に
は
、
リ
ボ
ピ
エ
ル
伯
爵
か
ら
、｢

陛
下
が
御
裁
可
さ
れ
た
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
の
日
本
使
節
団
出
迎
え
の
儀
式
次
第
を
五
部
、
本
状
に
添
え
て
閣

下
に
お
送
り
す
る｣

と
の
報
告
が
あ
っ
た

(

�)

。
印
刷
さ
れ
た
儀
式
次
第
は
、
五
等
官
タ

タ
リ
ノ
フ
、
七
等
官
イ
ェ
ッ
セ
ン
、｢

総
督
秘
書｣

ヤ
マ
ト
フ
を
含
め
て
、
使
節
団

の
応
接
に
関
わ
る
す
べ
て
の
国
家
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た

(

)

。

皇
帝
に
よ
り
裁
可
さ
れ
た
使
節
団
出
迎
え
の
儀
式
次
第
に
よ
れ
ば
、
先
導
役
の
シ
ェ

レ
メ
チ
ェ
フ
が
出
迎
え
の
た
め
に
儀
典
補
佐
官
と
ア
ジ
ア
局
官
吏
を
従
え
て
ク
ロ
ン

シ
タ
ッ
ト
に
赴
き
、
宮
廷
専
用
の
蒸
気
船
で
首
都
ま
で
使
節
団
に
同
行
し
、
船
上
で

日
本
人
に
食
事
が
供
さ
れ
る
、
と
規
定
し
て
あ
る
。
使
節
た
ち
が
首
都
に
到
着
す
る
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ま
で
に
、
荷
物
お
よ
び
使
用
人
は
別
の
船
で
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

使
節
団
が
到
着
す
る
英
国
海
岸
で
は
、
表
敬
の
た
め
に
埠
頭
に

｢

旗
と
音
楽
の
下

に
中
隊｣
が
配
置
さ
れ
、
使
節
と
随
員
の
た
め
に
従
僕
付
き
の
宮
廷
用
儀
装
馬
車
が
、

他
の
団
員
の
た
め
に
四
輪
ス
プ
リ
ン
グ
軽
馬
車
が
、
荷
物
の
た
め
に
有
蓋
荷
馬
車
が

予
め
用
意
さ
れ
た

(

�)
。
使
節
団
を
埠
頭
で
出
迎
え
た
の
は
、
警
察
総
監
、
観
兵
司
令
、

軍
務
副
総
督
、
外
務
省
お
よ
び
海
軍
省
の
官
吏
た
ち
で
あ
っ
た
。

首
都
に
到
着
し
た
賓
客
た
ち
が
馬
車
に
乗
り
込
ん
だ
後
の
列
の
順
序
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
っ
た
。
先
頭
に
伝
令
将
校
を
従
え
た
警
察
署
長
が
騎
乗
し
、
そ
の
後
に

｢

通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に｣

両
側
か
ら
八
名
ず
つ
計
十
六
名
の
憲
兵
が
続
き
、

そ
の
後
を
警
察
本
部
長
と
観
兵
司
令
が
副
官
と
伝
令
将
校
を
従
え
て
騎
乗
し
、
最
後

に
将
校
を
伴
っ
た
騎
兵
小
隊
が
続
く
。

随
員
の
た
め
の
馬
車
は
す
べ
て
四
頭
立
て
四
席
で
あ
っ
た
。

最
初
の
馬
車
に
乗
る
の
は
、
二
名
の
儀
典
補
佐
官
ア
バ
ザ
と
ゴ
ル
ブ
ツ
ォ
フ
、
ア

ジ
ア
局
官
吏
ヤ
マ
ト
フ
、
下
級
医
師
・
川
崎
道
民
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
二
番
目
の

馬
車
に
は
、
二
名
の

｢

書
記
官｣

で
あ
る
箕
作
秋
坪

(

一
八
六
二

一
八
八
六)

と

松
木
弘
安
、
二
名
の
通
訳
、
太
田
源
三
郎

(

資
政
の
名
で
も
知
ら
れ
る)
と
福
沢
諭

吉
、
三
番
目
の
馬
車
に
は
、
二
名
の
通
訳
、
立
広
作
と
福
地
源
一
郎
、
二
名
の
下
級

士
官
、
山
田
太
郎
と
高
松
彦
三
郎
、
四
番
目
の
馬
車
に
は
四
名
の
下
級
士
官
、
斉
藤

大
之
進
、
森
鉢
太
郎
、
上
田
友
輔
、
益
頭
駿
次
郎
、
五
番
目
の
馬
車
に
は
、
上
級
医

師
・
高
島
祐
啓
と
三
名
の
上
級
士
官
、
岡
崎
藤
左
衛
門
、
水
品
楽
太
郎
、
福
田
作
太

郎
、
六
番
目
の
馬
車
に
は
、
上
級
士
官
・
日
高
圭
三
郎
、
検
事
・
柴
田
貞
太
郎
、
そ

し
て
ア
ジ
ア
局
の
二
名
の
官
吏
、
七
等
官
イ
エ
ッ
セ
ン
と
五
等
官
タ
タ
リ
ノ
フ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
乗
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
に
、
使
節
た
ち
と
随
員
を
分
け
る
か
た
ち
で
、
士
官
を
伴
っ
た
騎
兵
小
隊

が
続
く
。
使
節
団
の
指
導
者
た
ち
の
た
め
に
宛
わ
れ
た
馬
車
は
六
頭
立
て
四
席
で
あ
っ

た
。
七
番
目
の
馬
車
は
、
二
名
の
次
席
使
節
、
京
極
能
登
守
、
松
平
石
見
守
、
帝
室

宮
内
省
長
官
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
四
等
官
の
た
め
に
用
意
さ
れ
、
馬
車
の
両
側
を
宮

廷
付
き
の
馬
丁
と
二
名
の
厩
舎
付
将
校
が
騎
乗
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
最

後
の
八
番
目
の
馬
車
に
は
、
主
席
使
節
、
竹
内
下
野
守
、
彼
と
向
か
い
合
っ
て
使
節

団
の
先
導
役
の
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
が
乗
る
予
定
で
あ
っ
た
。
馬
車
の
脇
を
馬
に
乗
っ

た
騎
兵
中
隊
長
が
付
き
添
い
、
両
側
を
宮
廷
付
き
の
馬
丁
と
二
名
の
厩
舎
付
将
校
が

同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
列
の
最
後
を
士
官
を
伴
っ
た
騎
兵
二
個
小
隊
が
締

め
括
っ
た

(

�)

。

｢

そ
れ
と
は
別
に
、
上
記
の
馬
車
す
べ
て
の
先
頭
に
、
国
書
と
国
庫
金
が
納
め
ら

れ
た
箱
を
携
え
た
二
名
の
日
本
人
士
官
が
四
輪
有
蓋
馬
車
に
乗
っ
た｣

(

�)

。

列
の
移
動
経
路
は
、
英
国
海
岸
通
り
の
埠
頭
か
ら
イ
サ
ー
ク
広
場
と
海
軍
省
広
場

を
経
て
、
冬
宮
の
傍
を
通
り
過
ぎ
、
宮
廷
海
岸
通
り
を
進
ん
で
離
宮
に
向
か
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
使
節
団
が
通
過
す
る
際
に
は
、
衛
兵
詰
め
所
に
い
る
歩
哨
と
衛

兵
が
表
敬
を
し
た
。
離
宮
の
前
に
は

｢

旗
と
音
楽
の
下
に
一
個
中
隊
か
ら
な
る｣

衛

兵
が
表
敬
の
た
め
に
待
っ
て
い
た

(

�)

。
宮
殿
の
玄
関
に
は
、
使
節
団
の
滞
在
中
常
時
二

名
の
歩
哨
が
配
置
さ
れ
た
。

宮
殿
の
玄
関
と
階
段
で
数
名
の
ア
ジ
ア
局
官
吏
が
日
本
人
を
迎
え
、
正
面
の
部
屋

で
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
警
備
司
令
官
が
出
迎
え
た
。
し
ば
ら
く
し
て
使

節
た
ち
を
軍
事
総
督
が
訪
問
し
た
。
そ
の
後
、
副
官
房
長
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
と
帝
室
宮

内
大
臣
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
の
代
理
が
、
到
着
の
無
事
を
祝
う
と
共
に
、
諸
大
臣

と
の
会
見
に
つ
い
て
伝
え
る
た
め
に
訪
問
し
た
。
そ
の
他
に
、
使
節
団
が
到
着
し
た

日
に
外
務
大
臣
補
佐
と
総
儀
典
長
が
訪
問
を
し
た

(

�)

。

以
上
の
使
節
団
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
入
り
の
儀
式
次
第
を
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ

駅
到
着
を
前
提
と
し
た
儀
式
次
第
計
画
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
両
者
は
実
質
的
に
完
全

に
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
異
な
っ
て
い
る
の
は
以
下
の
五
点
で
あ
る
。

１.

外
務
省
の
オ
ス
テ
ン
・
サ
ケ
ン
男
爵
と
海
軍
省
の
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
が
使
節

団
に
会
っ
た
の
は
プ
ロ
シ
ア
国
境
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
本
国
で
あ
っ
た
。
と
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い
う
の
は
、
両
名
は
船
で
そ
ち
ら
に
到
着
し
た
か
ら
で
あ
る
。

２.

シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
が
挨
拶
の
た
め
に
使
節
団
を
出
迎
え
た
の
は
ガ
ッ
チ
ナ
駅

で
は
な
く
、
従
っ
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
駅
ま
で
同
行
し
た
の
で
は
な
く
、
ク
ロ
ン

シ
タ
ッ
ト
で
出
迎
え
、
蒸
気
船

｢

ス
ト
レ
リ
ナ｣

で
英
国
海
岸
通
り
の
埠
頭

ま
で
同
行
し
た
。

３.

駅
で
の
出
迎
え
の
際
に
は

｢

鉄
道
協
会
の
代
表
者｣

も
含
ま
れ
て
い
た
。
埠

頭
で
は
彼
ら
の
代
わ
り
に

｢

海
軍
省
の
官
吏｣

が
出
迎
え
た
。

４.

列
車
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
駅
に
到
着
し
た
場
合
に
は
、
待
合
広
間
で
の
短
時
間
の

休
息
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
埠
頭
で
は
、
実
際
に
は
、
休
息
は
な
か
っ
た
。

５.

列
の
移
動
経
路
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
異
な
っ
て
い
た
。

馬
車
へ
の
分
乗
の
仕
方
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
駅
で
の
出
迎
え
の

場
合
と
ネ
ヴ
ァ
河
岸
で
の
出
迎
え
と
で
同
一
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ネ
ヴ
ァ

河
岸
で
の
出
迎
え
の
儀
式
次
第
で
は

日
本
の
賓
客
の
分
乗
に
関
し
て
変
更
が
あ
っ

た
と
想
定
す
る
根
拠
が
あ
る
。

使
節
の
随
員
の
名
前
を
注
意
深
く
見
て
み
る
と
、
英
国
で
使
節
団
に
合
流
し
た
森

山
多
吉
郎
と
淵
辺
徳
蔵
の
二
名
の
名
前
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら

く
儀
式
次
第
の
準
備
作
業
が
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ
領
事
か
ら
受
け
取
っ
た
名
簿
に
則
っ
て

長
い
間
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
二
名
の
官
吏
は
英
国
総
領
事
オ
ー

ル
コ
ッ
ク
と
共
に
後
か
ら
出
発
し
た
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ

の
名
簿
に
は
記
載
が
な
か
っ
た
。

一
八
六
二
年
七
月
二
十
七
日

(

西
暦
八
月
八
日)

付
の
新
聞

｢

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル｣

【�������	

�

�
���

����������】

紙

(

第
一
六
八
号)

、

第
一
面
の

｢

公
式
短
信｣

欄
に
、
ネ
ヴ
ァ
河
岸
で
の
出
迎
え
の
儀
式
次
第
が
、
七
月

二
十
六
日
の
情
報
で
あ
る
、
と
の
注
意
書
き
付
き
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
先
頭
の
四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
に
儀
典
補
佐
官
ア
バ

ザ
氏
、
使
節
団
通
訳
・
松
木
弘
安
、
医
師
・
高
島
祐
啓
と
川
崎
道
民
が
乗
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
ア
ジ
ア
局
通
訳
ヤ
マ
ト
フ

に
つ
い
て
は
何
ら
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
馬
車
全
体
の
前
に
配
置
さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
使
節
団
の
私
的
荷
物
の
た
め
の
有
蓋
荷
馬
車
に
つ
い
て
も
何
ら
伝
え
ら

れ
て
い
な
い
。
二
番
目
の
馬
車
に
は
、
立
広
作
、
太
田
源
三
郎
、
福
沢
諭
吉
、
箕
作

秋
坪
、
三
番
目
の
馬
車
に
は
、
斉
藤
大
之
進
、
高
松
彦
三
郎
、
山
田
八
郎
、
通
訳
・

福
地
源
一
郎
、
四
番
目
の
馬
車
に
は
、
益
頭
駿
次
郎
、
上
田
友
輔
、
淵
辺
徳
蔵
、
森

鉢
太
郎
、
五
番
目
の
馬
車
に
は
、
日
高
圭
三
郎
、
福
田
作
太
郎
、
水
品
楽
太
郎
、
岡

崎
藤
左
衛
門
、
六
番
目
の
馬
車
に
は
、
柴
田
貞
三
郎
、
第
一
書
記
官
・
森
山
多
吉
郎
、

外
務
省
ア
ジ
ア
局
か
ら
イ
エ
ッ
セ
ン
、
オ
ス
テ
ン
・
サ
ケ
ン
男
爵
の
二
名
の
官
吏
、

七
番
目
の
六
頭
立
て
四
席
の
馬
車
に
は
、
第
二
使
節
・
松
平
石
見
守
、
検
事
・
京
極

能
登
守
、
国
政
参
事
官
タ
タ
リ
ノ
フ
、
八
番
目
の
六
頭
立
て
四
席
の
馬
車
に
は
、
第

一
使
節
・
竹
内
下
野
守
、
使
節
団
の
先
導
役
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
、
が
そ
れ
ぞ
れ
乗
行

す
る
予
定
で
あ
っ
た

(

�)

。

フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
こ
の
新
聞
報
道
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
印
刷
さ
れ
た
儀

式
次
第
で
は
先
頭
の
馬
車
に
乗
る
事
に
な
っ
て
い
た
儀
典
補
佐
官
ゴ
ル
ブ
ツ
ォ
フ
と

ア
ジ
ア
局
管
理
ヤ
マ
ト
フ
は
、
実
際
に
は
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
席
が

二
つ
空
い
た
こ
と
で
、
馬
車
の
数
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
森
山
多
吉
郎
と
淵
辺
徳
蔵

を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
外
交
文
書
館
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
、
ロ
シ
ア

国
立
海
軍
文
書
館
に
あ
る
使
節
団
関
係
の
す
べ
て
の
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
さ
れ
て
い
る

ネ
ヴ
ァ
河
埠
頭
で
の
使
節
団
出
迎
え
の
儀
式
次
第
は
、
使
節
団
の
首
都
到
着
前
に
な
っ

て
変
更
さ
れ
た
。
印
刷
を
し
直
す
時
間
は
な
か
っ
た

(

�)

。
変
更
は
新
聞
報
道
に
の
み
反

映
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
文
書
館
に
印
刷
物
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ク
ト
・
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
で
の
使
節
団
出
迎
え
の
儀
式
次
第
は
、
馬
車
へ
の
使
節
団
の
分
乗
の
部

分
に
お
い
て
、
実
際
に
即
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。

冬
宮
で
の
謁
見
儀
式
次
第
に
も
変
更
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
な
原
因
の
一
つ
は
使
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節
た
ち
の
随
員
の
数
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
に
儀
式
次
第
の
本
文

に
絶
え
ざ
る
変
更
と
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
七
月
二
十
五
日
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
は
、

｢

至
急｣
の
但
し
書
き
を
付
し
た
指
示
を
出
し
て
本
文
の
印
刷
を
急
が
せ
た
。

｢

陛
下
に
よ
る
接
見
の
儀
式
次
第
が
ま
だ
印
刷
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
至

急
印
刷
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
。
す
で
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
…
明
日

配
布
す
る
こ
と｣

(

�)

。

使
節
団
の
名
簿
お
よ
び
日
本
の
姓
名
の
ロ
シ
ア
文
字
に
よ
る
表
記
に
間
違
い
が
な

い
か
が
確
認
さ
れ
た
。
最
初
に
名
簿
の
基
に
な
っ
た
の
は
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ
か
ら
送

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。｢

こ
の
名
簿
は
我
が
国
の
在
箱
館
領
事
か
ら
最
近
送
ら

れ
て
き
た
も
の
あ
り
、
間
違
い
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る｣

(

�)

。
し
か
し
、
し
ば
ら
く

し
て
ド
イ
ツ
か
ら

｢

ベ
ル
リ
ン
に
い
る
オ
ス
テ
ン
・
サ
ケ
ン
男
爵
か
ら
得
ら
れ
た
情

報
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
日
本
使
節
団
名
簿｣
の
よ
り
正
確
な
も
の
が
送
ら
れ
て

き
た

(

�)

。
そ
の
名
簿
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
合
流
し
た
メ
ン
バ
ー
に
名
が
新
た
に
加
え
ら

れ
て
い
た
。

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
オ
ス
テ
ン
・
サ
ケ
ン
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
た

日
本
の
姓
名
は
、
発
音
を
よ
り
正
し
く
伝
え
て
い
て
、
現
在
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
ポ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
の
方
式
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、｢
フ
ク
ザ
ワ
・

ユ
キ
チ｣

は
男
爵
の
名
簿
で
は

｢�
�������

���	
�	｣

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、

ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
領
事
の
名
簿
で
は

｢�
�������


�	
�	｣

と
記
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

使
節
団
メ
ン
バ
ー
の
変
更
を
考
慮
す
る
と
同
時
に
、
お
そ
ら
く
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ

よ
り
は
オ
ス
テ
ン
・
サ
ケ
ン
男
爵
の
言
語
感
覚
を
よ
り
信
頼
し
た
で
あ
ろ
う
ア
ジ
ア

局
長
ニ
コ
ラ
イ
・
パ
ヴ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
伯
爵

(

一
八
三
二

一
九
〇
八)

は
、
七
月
二
十
六
日
九
時
四
〇
分
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
儀
典
長
チ
ェ
リ
シ
チ
ェ

フ
宛
て
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
電
報
を
送
っ
て
い
る
。

｢

謁
見
の
儀
式
次
第
に
記
載
す
る
日
本
人
の
職
名
と
呼
称
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
リ

ン
か
ら
送
ら
れ
た
最
新
の
最
も
確
か
な
名
簿
に
従
っ
て
印
刷
さ
れ
た
し
。
明
日
一
番

の
船
で
当
地
を
発
つ
予
定｣

。

七
月
二
十
七
日
、
冬
宮
で
の
謁
見
儀
式
次
第
の
新
し
い
版
が
、
使
節
団
応
接
に
関

係
す
る
す
べ
て
の
部
署
と
す
べ
て
の
人
間
に
急
遽
配
布
さ
れ
た

(

�)

。

こ
の
新
し
い
儀
式
次
第
は
、
す
で
に
七
月
二
十
九
日
に
は

『

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
報
知』

に
掲
載
さ
れ
た

(

第
一
六
四
号)

。

｢

冬
宮
で
の
日
本
使
節
団
ご
接
見
に
付
き
、
陛
下
よ
り
ご
裁
可
頂
い
た
儀
式
次
第
。

接
見
に
指
定
さ
れ
た
日
に
、
日
本
使
節
団
の
先
導
役
で
あ
る
宮
殿
儀
典
長
が
、
儀

典
補
佐
官
を
伴
い
、
使
節
た
ち
を
冬
宮
に
招
く
た
め
に
、
彼
ら
の
と
こ
ろ
に
向
か
う
。

使
節
団
の
滞
在
先
に
宛
て
ら
れ
た
離
宮
の
前
で
は
、
正
装
を
し
た
宮
中
従
僕
付
き

の
金
箔
張
り
儀
装
馬
車
が
待
機
す
る
。

使
節
た
ち
と
そ
の
随
員
が
馬
車
に
乗
り
込
ん
だ
後
、
一
行
は
出
発
し
、
宮
殿
海
岸

通
り
を
進
み
、
冬
宮
の
前
を
経
て
、
同
宮
殿
の
使
節
用
玄
関
に
向
か
う
。
そ
の
際
の

列
の
順
序
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
先
頭
に
四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
こ
れ
に
乗
る
の
は
、
二
名
の
儀
典
補
佐
官
と

ア
ジ
ア
局
の
二
名
の
通
訳
。

○
四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
こ
れ
に
乗
る
の
は
、
二
名
の
医
師
、
川
崎
道
民
と
高

島
祐
啓
、
お
よ
び
二
名
の
通
訳
、
松
木
弘
安
と
箕
作
秋
坪
。

○
四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
こ
れ
に
乗
る
の
は
四
名
の
通
訳
、
福
沢
諭
吉
、
太
田

源
三
郎
、
立
広
作
、
福
地
源
一
郎
。

○
四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
こ
れ
に
乗
る
の
は
、
日
本
使
節
団
の
四
名
の
官
吏
、

山
田
鉢
太
郎
、
高
松
彦
三
郎
、
斉
藤
大
之
進
、
森
鉢
太
郎
。

四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
こ
れ
に
乗
る
の
は
、
使
節
団
の
三
名
の
官
吏
、
淵
野
辺
徳

三
、
上
田
友
輔
、
益
頭
駿
次
郎
。

○
四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
こ
れ
に
乗
る
の
は
使
節
団
の
二
名
の
官
吏
、
岡
崎
藤

左
衛
門
と
水
品
楽
太
郎
、
お
よ
び
検
事
補
佐
・
福
田
作
太
郎
。

○
四
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
こ
れ
に
乗
る
の
は
、
大
蔵
省
参
事
官
・
日
高
圭
三
郎
、
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書
記
官
・
森
山
多
吉
郎
、
お
よ
び
随
員
長
・
柴
田
貞
三
郎
。

○
六
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
こ
れ
に
乗
る
の
は
、
検
事
・
京
極
能
登
守
、
次
席
使

節
・
松
平
下
岩
見
守
、
お
よ
び
、
儀
典
局
長
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
。
馬
車
の
扉
の
傍

を
厩
舎
付
将
校
が
馬
に
乗
っ
て
同
行
す
る
。

○
六
頭
立
て
四
席
の
馬
車
。
前
の
席
に
主
席
使
節
・
竹
内
下
野
守
、
そ
の
向
か
い

に
使
節
団
の
先
導
役
で
あ
る
シ
ェ
レ
メ
チ
エ
フ
儀
典
長
。
馬
車
の
扉
の
傍
を
四
名
の

伝
令
が
馬
に
乗
っ
て
同
行
す
る｣

(
�)

。

し
か
し
な
が
ら
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
は
、
次
の
よ
う
に
、
七
月
九
日
、｢

不
可
欠｣

と
の
但
し
書
き
を
付
し
た
命
令
を
書
い
て
い
る
。

｢

儀
式
次
第
が
ま
だ
印
刷
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
以
下
の
変
更
を
必
ず
加
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

一.

王
座
の
間
で
陛
下
の
左
側
に
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
者
の
間
に
、
宮
殿
皇

帝
室
長
を
加
え
る
。
そ
の
際
皇
太
子
後
見
人
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
殿
下
の
お
付
き
の

者
を
除
外
す
る
。

二.

皇
太
子
付
き
侍
従
武
官
の
後
ろ
に
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
の

副
官
そ
の
他
の
者
を
加
え
る
。

す
で
に
印
刷
済
み
の
場
合
は
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
そ
の
ま
ま
と
す
る
。｣

(

�)

七
月
三
〇
日
付
の
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
宛
て
の
報
告
書
に
は
、
儀
式
次
第
は
、
校
正

段
階
で
変
更
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、｢

宮
中
第
二
等
女
官｣

の
語
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、｢

殿
下
の｣

の
代
わ
り
に

｢

殿
下
ご
一
家
の｣

と
す
る
こ
と
、
ま
た

｢

王
座
の
前
で｣

の
代
わ
り

に

｢

王
座
の
そ
ば
で｣

と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
既
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
儀

式
次
第
に
、
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
が
青
イ
ン
ク
で
変
更
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
度
目
の
印
刷
で
は
、
冬
宮
の
王
座
の
間
で
の
使
節
団
接
見
の
儀
式
次
第
は
、
ロ

シ
ア
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
新
聞

｢

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル｣

紙
印
刷
所
で
作
成
さ
れ
た
。
七
月
三
〇
日
、
総
儀
典
長
で
職
務
観
察
官
Ｎ
・
チ
ェ
リ

シ
チ
ェ
フ
は
、
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
大
臣
宛
て
の
報
告
書
の
中
で
、
大
臣
の
訂
正
を
取

り
入
れ
て
変
更
を
加
え
た
と
伝
え
て
い
る
。
同
日
七
月
三
〇
日
、
チ
ェ
リ
シ
チ
ェ
フ

は
帝
室
宮
内
大
臣
宛
て
の
報
告
の
中
で
、｢

陛
下
よ
り
ご
裁
可
の
あ
り
ま
し
た
、
冬

宮
で
の
日
本
使
節
団
接
見
儀
式
次
第
は
、
新
た
に
印
刷
し
ま
し
た
の
で
、
本
状
に
添

え
、
四
〇
部
を
謹
ん
で
閣
下
に
提
出
致
し
ま
す｣

と
記
し
て
い
る

(

	)

。

七
月
三
〇
日
、
補
足
を
加
え
、
新
た
に
印
刷
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の

引
見
儀
式
次
第
は
、｢

新
た
に
印
刷
さ
れ
た
儀
式
次
第
を
同
封
の
上
、
上
書
き
さ
れ

た
封
筒
に
入
れ
ら
れ
て｣

、
最
初
の
儀
式
次
第
の
送
付
先
す
べ
て
に
送
ら
れ
た

(


)

。

｢

ま
た
、
皇
帝
な
ら
び
に
皇
后
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
、
大
公
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ

エ
ヴ
ィ
チ
・
ス
タ
ル
シ
ー
殿
下

【

ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
第
六
子
で
三
男
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
二
世
の
弟
。
そ
の
子
供
も

｢

ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ｣

の
た
め
、｢

年

上
の｣

を
意
味
す
る

｢

ス
タ
ル
シ
ー�

����
�
�｣

を
つ
け
て
、
称
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る】

、
大
公
妃
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ナ
、
マ
リ
ヤ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ナ
、

お
よ
び
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ナ
各
妃
殿
下
、
ゲ
オ
ル
グ
・
メ
ク
レ
ム
ブ

ル
グ
・
ス
ト
レ
リ
ツ
キ
ー
公
殿
下
の
た
め
に
、
陛
下
よ
り
ご
裁
可
の
あ
っ
た
冬
宮
で

の
日
本
使
節
団
接
見
儀
式
次
第
を
製
本
し
た
も
の
。
八
部
作
成
さ
れ
た｣

(

�)

。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
も
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
に
は
入
ら
な
か
っ
た
変
更
が
加
え

ら
れ
た
。｢

使
節
団
が
休
息
室
に
入
っ
た
後
、
書
簡
の
入
っ
た
箱
は
着
替
え
室
に
運

ば
れ
、
供
応
が
終
わ
る
ま
で
日
本
の
官
吏
の
監
視
の
下
に
置
か
れ
る
。
供
応
の
後
に

使
節
た
ち
は
用
意
さ
れ
た
部
屋
で
着
替
え
を
し
、
箱
を
携
え
て
謁
見
に
臨
む
。
広
間

に
は
、
三
人
の
使
節
が
横
一
列
に
並
ん
で
入
り
、
そ
の
後
に
随
員
長
が
箱
に
入
っ
た

書
簡
を
携
え
、
そ
の
後
ろ
に
三
人
の
補
助
役
と
一
名
の
通
訳
が
続
く
。

第
一
使
節
が
箱
か
ら
書
簡
を
取
り
出
し
、
宛
先
人
の
名
を
読
み
上
げ
、
皇
帝
陛
下

へ
の
大
君
か
ら
の
贈
り
物
の
目
録
と
共
に
、
書
簡
を
進
呈
す
る
。
謁
見
終
了
後
、
第

一
使
節
は
皇
帝
陛
下
に
使
節
団
の
官
吏
を
紹
介
す
る
。

使
節
団
が
紋
章
の
間
に
下
が
っ
た
後
、
使
節
た
ち
は
謁
見
に
対
す
る
謝
意
を
表
す
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る
た
め
に
宮
中
副
官
房
長
を
待
ち
、
大
君
か
ら
宮
中
副
官
房
長
へ
の
贈
り
物
の
目
録

を
渡
し
、
自
分
た
ち
か
ら
の
贈
り
物
を

(

目
録
の
か
た
ち
で)

皇
帝
陛
下
に
進
呈
す

る
許
し
を
請
う
。
こ
の
最
後
の
点
に
関
し
て
使
節
た
ち
は
三
一
日
に
宮
中
副
官
房
長

が
訪
問
す
る
際
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
予
定
で
あ
る｣

(

�)

。

ロ
シ
ア
帝
国
外
交
文
書
館
に
は
、
上
に
掲
げ
た
手
書
き
の
文
書
に
更
に
数
文
補
足

し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。

｢

日
本
使
節
は
王
座
に
近
づ
き
、
日
本
語
で
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
、
そ
れ
を
日
本

使
節
団
第
一
書
記
官
森
山
多
吉
郎
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
読
み
上
げ
、
日
本
使
節
団
付
き

の
外
務
省
官
吏
イ
エ
ッ
セ
ン
七
等
官
が
ロ
シ
ア
語
で
読
み
上
げ
る
。
そ
の
後
に
日
本

使
節
が
皇
帝
に
書
簡
を
進
呈
す
る｣

(

�)

。

七
月
三
〇
日
、
儀
典
事
務
秘
書
官
ゴ
ル
ブ
ツ
ォ
フ
は
、
接
見
日
に
お
け
る
宮
殿
内

の
衛
兵
の
配
置
に
付
き
、｢

皇
帝
の
宮
殿
滞
在
時
と
同
様
と
し
、
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス

キ
ー
の
間
に
衛
兵
を
置
く
必
要
は
な
い｣

こ
と
を
冬
宮
警
備
司
令
官
に
伝
え
る
よ
う
、

観
兵
司
令
に
依
頼
し
た

(

�)

。

八
月
一
日
、
帝
室
宮
内
省
六
等
官
ペ
ト
ロ
フ
は
、
宮
内
第
二
等
女
官
、
宮
内
第
三

等
女
官
、
宮
内
第
四
等
女
官
、
宮
内
第
五
等
女
官

【

す
べ
て
貴
婦
人
の
宮
廷
内
で
の

位
階】

、
及
び
、
近
衛
騎
兵
、
侍
従
武
官
長
、
皇
帝
付
き
少
将
、
侍
従
武
官
に
、｢

冬

宮
に
一
二
時
三
〇
分
に
到
着
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
の
間
に
参
集
せ
よ｣

と
の
皇
帝
の
命
令
を
伝
え
た
。

貴
婦
人
た
ち
は
ロ
シ
ア
風
装
い
を
、
騎
兵
は
式
服
を
、
そ
れ
ぞ
れ
着
用
す
る
よ
う

指
示
さ
れ
た

(

�)

。
そ
の
他
に
、
陛
下
よ
り
ご
裁
可
の
あ
っ
た
儀
式
次
第
で
は
、
謁
見
に

は
す
べ
て
の
将
校
、
お
よ
び
近
衛
兵
、
尉
官
が
参
列
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

(

�)

。
同

日
、
帝
室
宮
内
省
六
等
官
ペ
ト
ロ
フ
は
皇
帝
の
命
令
に
よ
り
次
の
よ
う
な
通
告
を
出

し
た
。

｢

日
本
使
節
団
接
見
の
際
に
冬
宮
に
参
集
す
べ
き
者
と
し
て
、
八
月
一
日
付
で
、

宮
中
か
ら
配
布
さ
れ
た
日
程
表
中
に
既
に
名
前
が
記
載
さ
れ
た
者
の
他
に
、
以
下
の

者
も
、
午
後
十
二
時
半
ま
で
に
冬
宮
に
参
集
す
る
こ
と
。

国
家
評
議
会
員
、
元
老
、
宮
中
秘
書
官
、
お
よ
び
、
男
女
を
問
わ
ず
宮
殿
に
出
入

り
す
る
者
す
べ
て｣
(

�)

。

儀
式
次
第
の
最
終
案
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
謁
見
に
臨
む
使
節
団
は
以
下
の
十
一
名
に

絞
ら
れ
た
。

竹
内
下
野
守
、
松
平
石
見
守
、
京
極
能
登
守
、
柴
田
貞
三
郎
、
森
山
多
吉
郎
、
日

高
圭
三
郎
、
福
田
作
太
郎
、
水
品
楽
太
郎
、
上
田
友
輔
、
森
鉢
太
郎
、
高
松
彦
三
郎

(

�)

。

当
初
の
計
画
で
は
、
従
僕
を
除
い
て
す
べ
て
の
者
が
謁
見
に
参
列
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
冬
宮
で
の
謁
見
に
向
か
う
使
節
と
随
員
の
た
め
の
馬
車
も
、
当
初
の
予

定
の
九
台
で
は
な
く
七
台
と
な
っ
た
。

｢

○
一
番
目
の
馬
車

儀
典
補
佐
官
二
名
、
通
訳
二
名

○
二
番
目
の
馬
車

日
本
の
官
吏
二
名

森
鉢
太
郎

高
松
彦
三
郎

○
三
番
目
の
馬
車

日
本
の
官
吏
二
名

水
品
楽
太
郎

上
田
友
輔

○
四
番
目
の
馬
車

参
事
官
・
日
高
圭
三
郎

検
事
補
佐
・
福
田
作
太
郎

○
五
番
目
の
馬
車

随
員
長
・
柴
田
貞
三
郎

書
記
官
・
森
山
多
吉
郎
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○
六
番
目
の
馬
車

次
席
使
節
二
名

松
平
石
見
守

京
極
能
登
守

Ｇ
・
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
エ
フ

○
七
番
目
の
馬
車

主
席
使
節

竹
内
下
野
守

Ｇ
・
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ｣

(

	)

使
節
団
随
員
長
・
柴
田
が
謁
見
の
間
に
皇
帝
に
進
呈
す
る
国
書
の
入
っ
た
箱
を
携

え
て
入
っ
た
。｢

紙
で
密
閉
さ
れ
絹
の
布
に
包
ま
れ
た
箱｣

は
、
八
月
二
日
は
冬
宮

に
置
か
れ
、
そ
の
後
、
オ
ス
テ
ン
・
サ
ケ
ン
男
爵
が
保
管
す
る
た
め
に
受
け
取
っ
た

(


)

。

帝
室
宮
内
大
臣
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
の
指
示
に
従
い
、
七
月
三
十
一
日
の
冬
宮

で
の
謁
見
の
際
に
は
、
宮
中
に
出
入
り
す
る
一
般
婦
人
も
特
別
通
行
証
を
与
え
ら
れ
、

皇
帝
が
日
本
使
節
団
を
応
接
す
る
ゲ
オ
ル
ギ
ー
の
間
、
及
び

｢
日
本
使
節
団
が
通
る｣

す
べ
て
の
間
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
た

(｢

使
節
団
が
供
応
を
受
け
る
間
は
除
く｣)

(

�)

。

さ
ら
に
、｢

一
般
の
男
女
も
、
き
ち
ん
と
正
装
し
さ
え
す
れ
ば
、
正
面
階
段
の
陰
に

控
え
て
い
る
、
合
唱
隊
に
加
わ
る
こ
と
が
許
さ
れ
た｣

(

�)

。

こ
れ
ら
の
場
合
に
備
え
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
ス
キ
ー
玄
関
の
廊
下
、
ゲ
オ
ル
ギ
ー
の
間
、

紋
章
の
間
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ル
シ
ャ
ル
ス
キ
ー
の
間
の
各
合
唱
隊
に
入
る
た
め
の
券
が
、

特
別
に
印
刷
さ
れ
た

(

一
般
人
の
宮
中
へ
の
出
入
り
は
衛
兵
口
を
通
し
て
行
わ
れ

た)
(

)

。そ
し
て
、
日
本
使
節
団
謁
見
当
日
の
八
月
二
日
、
上
記
の
間
の
合
唱
隊
、
及
び
正

面
玄
関
陰
に
入
る
た
め
の
通
行
証
の
見
本
が
、
冬
宮
管
理
官
ク
ベ
陸
軍
少
将
に
送
付

さ
れ
た

(

�)

。
ま
た
帝
室
宮
内
省
宮
内
管
理
部
は
八
月
一
日
に
当
直
の
宮
内
六
等
官
に
、

日
本
使
節
団
謁
見
時
に
画
家
チ
マ
を
冬
宮
に
入
れ
る
よ
う
指
示
を
出
し
た

(

�)

。

日
本
使
節
団
へ
の
別
離
の
接
見
は
、
九
月
二
日
日
曜
日
、
ツ
ア
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ

ロ
ー
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
接
見
は
、
私
的
な
性
格
の
も
の
で
、
通
常
の
儀

式
以
外
は
一
切
な
い
か
た
ち
で
行
わ
れ
た

(

�)

。

｢

帝
室
宮
内
大
臣
は
、
グ
リ
ゴ
リ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ

(

・
ス
ト
ロ
ガ

ノ
フ)

伯
爵
に

(

�)

、
通
常
の
儀
式
以
外
は
一
切
な
い
か
た
ち
の
私
的
な
別
離
の
接
見
が
、

九
月
二
日
日
曜
日
、
ツ
ア
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
の
後
、
使

節
団
は
、
鉄
道
ワ
ル
シ
ャ
ワ
線
で
発
つ
こ
と
を
急
遽
知
ら
せ
た｣

(

�)

。

リ
ボ
ピ
エ
ル
伯
爵
は
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ

【

伯
爵
、
使
節
団
先
導
役
で
儀
典
長
】
に
、

外
務
省
の
作
成
し
た
上
掲
名
簿
の
中
か
ら
、
通
訳
を
一
名
任
命
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

九
月
一
日
、
帝
室
宮
内
省
長
官
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
は
宮
中
厩
舎
事
務
部
に
対
し
、

九
月
二
日
午
前
一
〇
時
ま
で
に
ツ
ア
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
鉄
道
駅
に
向
か
う
た
め

の
馬
車
を
用
意
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
馬
車
の
内
訳
は
、
使
節
の
た
め
に
二
台
、
随

員
と
使
節
団
付
き
の
者
の
た
め
に
六
台
、
総
儀
典
長
の
職
務
観
察
官
リ
ボ
ピ
エ
ル
伯

爵
の
た
め
に
一
台
、
従
僕
と
荷
物
の
た
め
に
四
台
の
馬
車
と
有
蓋
荷
馬
車
一
台
で
あ
っ

た

(

�)

。ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
は
宮
内
八
等
官
に
対
し
、
宮
中
に
、
第
一
使
節
・
竹
内
下
野

守
、
第
二
使
節
・
松
平
石
見
守
、
第
三
使
節
・
京
極
能
登
守
、
随
員
長
・
柴
田
貞
太

郎
、
書
記
官
・
森
山
多
吉
郎
、
及
び
、
随
員
十
四
名
の
た
め
の
部
屋
を
用
意
す
る
よ

う
要
請
し
た
。
使
節
団
の
た
め
に
帝
室
宮
内
省
か
ら
五
等
官
タ
タ
リ
ノ
フ
、
オ
ラ
ン

ダ
語
通
訳
イ
エ
ッ
セ
ン
が
派
遣
さ
れ
た

(

�)

。
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
宮
内
管
理
長
は
ツ
ア
ー

ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
鉄
道
局
に
、
九
月
二
日
午
前
十
時
に
日
本
使
節
団
が
出
発
す
る

こ
と
を
予
め
伝
え
、
使
節
団
の
た
め
に
車
両
を
二
台
用
意
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
報
道
に
は
、
九
月
二
日
日
曜
日
、
第
一
使
節
・
竹
内
下

野
守
、
第
二
使
節
・
松
平
石
見
守
、
検
事
・
京
極
能
登
守
、
お
よ
び
随
員
が
、
皇
帝
、

皇
后
両
陛
下
に
謁
見
を
賜
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
様
の
こ
と
が
九
月
五
日
付
の

『

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知』

(

第
一
九
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三
号)

の

｢

宮
中
報｣

欄
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

｢
九
月
二
日
、
第
一
使
節
・
竹
内
下
野
守
、
第
二
使
節
・
松
平
石
見
守
、
検
事
・

京
極
能
登
守
は
、
ツ
ア
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
宮
殿
で
の
別
離
の
接
見
で
、
皇
帝
陛

下
、
皇
后
両
陛
下
、
大
公
皇
太
子
殿
下
に
拝
謁
し
た
。
随
員
も
皇
族
、
大
公
皇
太
子

殿
下
に
拝
謁
し
た｣

(
�)

。

別
離
の
接
見
の
後
、
日
本
使
節
団
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
駅
か
ら
の
出
発
に
向
け
て
準

備
を
始
め
た
。
使
節
団
の
先
導
役
の
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
が
プ
ロ
シ
ア
国
境
ま
で
使
節

団
に
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は

｢

そ
の
後
二
週
間
外
国
に
出
か
け
る
こ
と
を

皇
帝
か
ら
許
可
さ
れ
た｣

(

�)

。

九
月
六
日
付
の

『

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知』

(

第
一
九
四
号)

は
次
の

よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

｢

日
本
使
節
団
が
出
発
し
た
。
新
聞

『

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル』

紙

【
�
��
�
��
�	


�
�
���
����������】

は
、
日
本
使
節
団
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
出
発
を
報
ず
る
に
当
た
り
、
彼
ら
が
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
滞

在
中
、
常
に
節
度
、
知
恵
、
学
識
を
大
い
に
示
し
た
こ
と
、
ま
た
並
々
な
ら
ぬ
細
や

か
さ
、
親
切
心
、
礼
儀
正
し
さ
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
特
記
し
、
使
節
団
全
員
に
賞

賛
の
意
を
送
っ
て
い
る
。
日
本
使
節
団
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
一
ヶ
月
以
上
滞
在
し
、

そ
の
間
我
が
国
の
首
都
の
風
俗
と
名
所
を
学
び
、
一
方
我
々
は
彼
ら
の
お
か
げ
で
、

初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
代
表
者
を
派
遣
し
た
国
の
習
慣
、
風
俗
、
国
民
気
質
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
日
本
使
節
団
一
行
は
九
月
四
日
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
発
っ
た｣

。

通
報
の
編
集
部
は
、
使
節
団
が
首
都
を
発
っ
た
の
を
四
日
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
誤
り
で
、
実
際
に
は
、
一
日
後
に
出
発
し
て
い
る
。【

】

は
翻
訳
者
の
注
。

[

註]
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ア
ン
ド
レ
イ
・
ナ
コ
ル
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
は
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
を
公
爵
で
あ
る
と
し

た
が
、
こ
れ
は
、
間
違
い
で
、
実
際
に
は
伯
爵
。
―
ア
ン
ド
レ
イ
・
ナ
コ
ル
チ
ェ
フ

ス
キ
ー
。
文
久
遣
欧
使
節
団
ロ
シ
ア
訪
問
記
二
／
日
本
使
節
団
、
ロ
シ
ア
に
到
着
／／

三
田
評
論
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
第
一
〇
七
七
号
、
五
三
頁
。
福
沢
諭
吉
は

『

西
航

手
帳』

の
中
で

｢
��
����-

�
����-.

-/0
�
/0���1

�-�22
3
����


�
4
���1
��-���

セ
ル
ゲ
イ
・
セ
ル
ゲ
エ
ヴ
ィ
チ
・
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ

儀
典
長｣

と
記
し
て
い
る
。

単
に
伯
爵
の
名
詞
を
書
き
写
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
。

(
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�
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ロ
シ
ア
の
文
書
館
に
あ
る
文
書
中
の
日
付
が
ユ
リ
ウ
ス
暦
、
つ
ま
り
、
露
暦
で
あ

る
た
め
、
日
付
は
ユ
リ
ウ
ス
暦
で
示
す
。
ク
リ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
、
つ
ま
り
西
暦
が
使
わ

れ
て
い
る
場
合
は
、
特
に
そ
の
よ
う
に
注
記
す
る
。
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福
沢
諭
吉

『

西
航
手
帳』

一
〇
八
頁
。
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
の
名
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー

で
は
な
く
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
と
、
間
違
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

(
�)

『

欧
行
日
記
／／
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
第
三』

東
京
、
一
九
三
〇
年
、
八
九
頁
。

(

�)
ヤ
マ
ト
フ
の
名
は
日
本
の
古
名

｢

大
和｣

か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。
随
っ
て
、
こ
の

よ
う
に
名
乗
る
こ
と
自
体
が
、
こ
の
人
物
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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既
に
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
館
長
で
あ
る
Ａ
・
Ｒ
・
ソ
コ
ロ

フ
氏
が
、
同
文
書
館
の
史
料�

�
�
�
	
�
	
�
�
�	
�
�
	
�
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に
基
づ
い

て
、
こ
の
式
典
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所

｢

日
露

関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
二
〇
〇
六｣

四
九

五
〇
頁
、『

東
京
大
学
史
料

編
纂
所
紀
要』

第
十
七
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。
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ア
ン
ド
レ
イ
・
ナ
コ
ル
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
氏
は
、
一
八
六
二
年
七
月
二
七
日
付
け
の

『

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知』

、
同
日
付

『

北
方
の
蜜
蜂』

、
同

『
祖
国
の
子』

を
引
用
し
、
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。｢

サ
ン
ク
ト
・
文
久
遣
欧
使
節
団
ロ
シ
ア
訪

問
記
二.
／
日
本
使
節
団
、
ロ
シ
ア
に
到
着
／／
三
田
評
論
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
第

一
〇
七
七
号
、
五
四

五
五
頁
参
照
。
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日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
二
〇
〇
六
、

五
一
頁
、『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要』

第
十
七
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
ソ
コ
ロ

フ
氏
論
文

｢

一
八
六
二
年
日
本
使
節
団
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
訪
問｣

参
照
。

ソ
コ
ロ
フ
氏
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を
基
に
、
謁
見
し
た
の
は

十
一
人
と
し
て
い
る
。
冬
宮
で
の
謁
見
に
関
し
て
は
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を
参
照
せ
よ
と
し

た
。
人
数
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ナ
コ
ル
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
、
上
掲
論
文
参
照
。
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生
没
年
は
一
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二
四

一
八
七
九
年
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翻
訳：

有
泉
和
子)
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